
 
 
 
 
 
 
 
 
 
まで 

 
 

去
る
、
三
月
十
八
日
（
土
）
、
南
青
山
会

館
に
て
「
区
政
に
新
し
い
風
を
送
る
、
こ
さ

い
太
郎
を
励
ま
す
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
余
寒
厳
し
く
小
雨
の
降
る
中
、
一

五
〇
名
を
越
す
港
区
民
・
支
援
者
の
方
々
が

ご
参
加
下
さ
い
ま
し
た
。
若
い
支
援
者
も
多

く
来
場
し
、
こ
さ
い
の
人
望
を
う
か
が
わ
せ

る
と
共
に
、
明
る
く
活
気
の
あ
る
雰
囲
気
の

中
、
大
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

会
は
、
ま
ず
菅
直
人
さ
ん
（
さ
き
が
け
東

京
代
表
）
が
口
火
を
切
っ
て
応
援
ス
ピ
ー
チ

に
立
ち
、
非
軍
事
的
国
際
貢
献
、
国
民
の
た

め
の
効
率
の
い
い
行
政
と
い
う
さ
き
が
け
の

基
本
理
念
を
述
べ
た
後
、
「
マ
イ
タ
ウ
ン
で

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
東
京
・
港
区
を
ど
う

し
て
い
く
の
か
。
ま
ち
づ
く
り
は
、
短
く
て

も
十
年
、
長
け
れ
ば
二
十
年
、
三
十
年
か
か

る
大
事
業
。
こ
さ
い
太
郎
君
は
二
十
五
歳
、

今
か
ら
始
め
れ
ば
必
ず
や
可
能
な
こ
と
だ
。
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。 

  

 

続
い
て
、
宇
佐
美 

登
さ
ん
（
さ
き
が
け 

東
京
代
表
代
行
・
衆 

議
院
議
員
）
、
小
野 

き
み
こ
さ
ん
（
さ
き 

が
け
東
京
副
代
表
・ 

新
宿
区
議
）
か
ら
も 

応
援
の
ス
ピ
ー
チ
を 

頂
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
こ
さ
い
太 

郎
の
友
人
や
後
援
者 

の
方
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
の
お
付
合
い
の
中
で
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
、
激
励
の
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。
（
下
記
参
照
） 

 

心
温
ま
る
、
そ
し
て
身
の
引
き
締
ま
る
言
葉
を

み
な
さ
ん
に
頂
い
た
後
、
こ
さ
い
太
郎
本
人
が
決

意
の
挨
拶
に
立
ち
、
『
十
三
年
の
港
区
で
の
生
活

の
中
で
、
地
域
社
会
と
接
点
の
少
な
い
マ
ン
シ
ョ

ン
暮
ら
し
の
経
験
や
人
の
住
め
な
い
港
区
の
現

況
を
見
て
〈
住
み
続
け
ら
れ
る
港
区
〉 

を
つ
く
り
た
い
』
と
語
り
、
『
み
な 

さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
、
小
さ
な
こ 

と
か
ら
で
も
実
績
を
創
れ
る
よ
う
頑 

張
っ
て
い
き
た
い
』
と
決
意
表
明
を 

行
な
い
ま
し
た
。 

 

最
後
は
縣
博
後
援
会
長
が
「
こ
さ 

い
は
人
の
面
倒
を
み
た
り
、
友
情
の 

輪
を
広
げ
る
こ
と
に
、
並
々
な
ら
ぬ 

力
を
持
っ
て
い
る
。
港
区
の
た
め
に 

ド
ブ
さ
ら
い
で
も
、
雑
巾
が
け
で
も 

す
る
こ
さ
い
太
郎
を
男
に
し
て
や
っ 

て
下
さ
い
。
」
と
述
べ
、
激
励
の
拍 

手
の
中
で
会
を
終
え
ま
し
た
。 

 

宇
佐
美
登
さ
ん 

 

二
十
五
歳
と
は
向
こ
う
見
ず
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い 

 

が
、
す
べ
て
は
『
思
い
』
か
ら
始
ま
る
。
『
思
い
』
を
熱
く 

 

秘
め
た
こ
さ
い
太
郎
を
よ
ろ
し
く
。 

小
野
き
み
こ
さ
ん 

 

さ
き
が
け
は
、
理
想
を
掲
げ
て
政
策
で
勝
負
す
る
党
。
こ
さ 

 

い
さ
ん
は
、
若
さ
だ
け
に
頼
ら
ず
政
策
も
あ
る
。
『
港
区
に 

 

若
い
人
を
呼
び
戻
し
た
い
』
と
い
う
彼
の
思
い
は
本
物
で 

 

す
。 

内
川
直
樹
さ
ん
（
こ
さ
い
太
郎
先
輩
） 

 

地
域
に
密
着
し
、
地
域
の
人
々
と
よ
い
つ
き
あ
い
の
で
き
る 

 

人
物
。 

五
十
嵐
毅
さ
ん
（
こ
さ
い
太
郎
後
輩
、
南
青
山
六
丁
目
在
住
） 

 

青
山
に
住
む
若
者
た
ち
の
代
表
と
し
て
、
こ
さ
い
さ
ん
ほ
ど 

 

任
せ
ら
れ
る
人
は
い
な
い
。 

守
屋
実
さ
ん
（
こ
さ
い
太
郎
友
人
） 

 

今
こ
そ
若
い
力
が
必
要
。
彼
の
力
を
生
か
し
て
や
っ
て
欲
し 

 

い
。 

林
和
子
さ
ん
（
南
青
山
五
丁
目
在
住
） 

 

私
の
住
む
マ
ン
シ
ョ
ン
の
隣
に
、
住
民
と
工
事
の
協
定
書
を 

 

交
わ
す
こ
と
な
く
大
蔵
省
の
住
宅
が
建
つ
こ
と
に
な
っ
て
し 

 

ま
い
ま
し
た
。
こ
さ
い
さ
ん
は
そ
の
行
動
力
で
緑
だ
け
は
残 

 

し
て
く
れ
た
。
地
域
か
ら
世
の
中
を
変
え
て
い
け
る
、
こ
さ

い
さ
ん
を
よ
ろ
し
く
。 

 

こさい太郎を励ます会、盛会 
―多くの方々に支えられ、こさい太郎決意を新たに― 

 
        私はこさい太郎君の若い力に期待しま 

        す。 

        港区の皆様のお力で、こさい太郎君 

        をお育て頂きますよう心よりお願い 

        申し上げます。 

武村正義さん 

 

 
        混迷した日本の政治に新しい風を送 
        るこさい太郎君を応援します。 
        こさい君ならきっと、港区のみなさん 
        のために働いてくれます。 
        よろしくお願いいたします。 
鳩山由紀夫さん 
 
 
        社会は今、着実に変化しようとしています。 
        そんな時、こさい太郎君のような行動力ある 
        若い人材が必要です。 
        今回は伺えませんが、私はこさい君のために 
        いつでも応援に駆けつけるつもりです。 
中村敦夫さん 

欠
席
さ
れ
た
方
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 



 

 

昨
年
の
十
月
二
十
三
日
か
ら
三
月
二
十
二
日
ま
で

実
施
い
た
し
ま
し
た
『
港
区
に
お
住
ま
い
の
み
な
さ
ま

へ
の
政
治
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
』
の
デ
ー
タ
を
整
理

し
、
こ
の
度
集
計
を
終
え
ま
し
た
の
で
、
こ
の
紙
面
の

特
集
記
事
と
し
て
み
な
さ
ま
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
さ
い
太

郎
の
感
想
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
た
対
談
な

ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
至
ら
ぬ
点
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
是
非
ご
一
読
頂
き
、
港
区
の
現
状
を
ご
理
解
頂

け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

港区にお住まいのみなさまへの政治に関する 

アンケート調査活動報告 

～ご協力ありがとうございました～ 特集

  

ア
ン
ケ
ー
ト
活
動
は
港
区
内
の
お
宅
に
直
接
訪
問
を

し
、
質
問
に
お
答
え
頂
く
方
式
を
と
り
ま
し
た
。
但
し
ご

不
在
の
際
は
、
ポ
ス
ト
に
依
頼
状
と
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

投
函
し
、
後
日
郵
送
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
二
百
九
十
五
件
（
そ
の
内
記
名
二
百
三
件
）

の
回
答
が
集
ま
り
ま
し
た
。
回
答
者
の
年
齢
も
二
十
代
か

ら
八
十
代
ま
で
と
幅
広
い
層
に
わ
た
っ
て
お
り
多
く
の

世
代
の
方
の
ご
回
答
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

回
答
頂
い
た
結
果
を
総
括
し
て
み
る
と
『
港
区
に
住
み

続
け
た
い
』
と
い
う
み
な
さ
ま
の
思
い
が
、
一
目
瞭
然
と

読
み
取
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
特
徴
的
だ
っ
た
こ
と
に

は
、
阪
神
大
震
災
発
生
後
、
港
区
の
防
災
対
策
に
対
す
る

不
安
を
表
す
回
答
が
増
え
た
事
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
回
答
の
中
に
は
、
投
票
の
基
準
を

女
性
と
す
る
人
、
政
治
家
の
公
約
違
反
を
監
視
す
る
民
間

の
機
関
の
設
立
を
求
め
る
声
、
政
治
家
の
定
年
制
を
採
用

す
べ
き
だ
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

アンケート調査活動へのご協力、本当にありがとうございました 

この度の活動は、誠に多くのみなさま方のご協力のもとに行なうことが出来ました。まず、アンケートの

回答を頂いた港区民のみなさま、また、寒空の中を１件１件訪問しながら活動してくれた渡辺君、津久井

君、林君、内田君、小勝君、金子君、そして、集計の際お世話になった海野さん、全てのみなさまにこの

場をお借りいたしまして、心より御礼申し上げます。本当にありがとうございました。 

こさい太郎の総括 
 

 昨年の１０月下旬より始めたアンケート調査の活動でしたが、去る３月２２日をもってひとまず終了いた

しました。当初は私１人の活動でしたが、年明けより、私の友人の協力で青山地域のほとんどのお宅に伺

うことができました。結果をみる前に、活動を通して感じたことを、まず述べさせて頂きます。 

 港区で政治活動を始めるにあたり、最初に手掛けたのがこのアンケート調査でしたが、私にとってはかけ

がえのない体験となりました。１件１件のお宅を訪問する中で、港区で生活していて感じられることや今

の政治への非難から提言まで、さまざまなご意見を直接お聞きして、これこそ生の声であると実感しなが

ら活動を進めることができました。これは、必ずや、今後の私の政治活動の基礎になると確信いたしてお

ります。みなさま、本当にありがとうございました。 

 さて、集計結果をみると、やはり港区に住み続けたいと考えておられる方々が大変多いということを再確

認することができました。その一方で、今後の港区の問題点に住宅・居住環境をあげておられる方も非常

に多いのです。住み続けたいが、その不安も大きいという結果です。解決策としてみなさんが、政治家の

行動力、政治・行政のさまざまな改革を大きく求められていることが顕著に表れています。 

 この結果を踏まえ、私は若さを行動力に変え、この港区で精一杯活動していく決意を新たにいたしました。

ともするとマンネリ化している港区の政治に新しい風を吹き込みたいと考えています。政治家だけでは

『住み続けられるふるさと港区』を創ることはできません。みなさまのご指導やご支援を、今後ともどう

ぞよろしくお願いいたします。 



 

港区にお住まいのみなさまへの政治に関するアンケート集計結果 

１ 前回の港区議会議員選挙の投票に行きましたか 

①行った  ２２０（７４．６％） 

②行かない  ７２（２４．４％） 

③回答なし   ３（１．０％） 

２ 次回の港区議会議員選挙（１９９５年４月）への対

応をお聞かせ下さい 

①必ず投票する １５３（５１．９％） 

②多分投票する  ９３（３１．５％） 

③わからない   ３６（１２．２％） 

④多分投票しない  ３（ ４．４％） 

⑤絶対に投票しない ０ 

２－１ （２で①，②，③を選択された方）投票の基準

をお聞かせ下さい（複数回答可） 

①政策   １４３ 

②政党    ８３ 

③人柄    ９４ 

④候補者を知っている ３５ 

⑤知人からの紹介、推薦 １４ 

⑥その他   ６（女性だから、 

クリーンである） 

 

２－２ （２で④，⑤を選択された方）投票に行かない

理由をお聞かせ下さい 

  誰がやっても同じ 基準がわからない 

３ 港区議会では、国会や東京都議会とは別に、どのよ

うな仕事をしているのか知ってますか 

①知っている  ９３（３１．５％） 

②知らない  １８９（６４．１％） 

 回答なし   １３（４．４％） 

３－１（３で①と選択された方）どのようなことを行なっ

ていますか 

 区報 地方行政 予算 福祉 住宅 教育  

 都市計画 環境整備 中小企業への補助金 

４ 港区にお住まいになって何年になりますか 

 

５ 今後、港区に住み続けたいとお考えですか 

①はい  ２４８（８４．１％） 

 理由 便利 緑が多い 安全 住み慣れてる 

②いいえ  ３１（１０．５%) 

 理由 生活観がない 軽薄なイメージ 

回答なし １６（５．４％） 

６ 今後の港区の問題は何だと思われますか（複数回答可） 

①住宅、居住環境 １６７ 

②自然環境、緑   ５７ 

③福祉       ６５ 

④教育       ２１ 

⑤地域コミュニテイー４３ 

⑥ごみ、リサイクル ８１ 

⑦交通       ３０ 

⑧防災       ５９ 

⑨その他      １３ 

 

６－１ 港区の問題点についてご自由にお聞かせ下さい 

 固定資産税が高い      ごみの分別回収 

 定住人口の減少       防災対策がない 

 学校の小人数化       住宅地への企業進出 

 日用品を売る店が少ない 

 

７ 今の政治、政治家に最も求められているものは何ですか（複数回答可）

①クリーンさ  １０３ 

②実績      １４ 

③若さ      ２５ 

④行動力    １６４ 

⑤リーダーシップ ５７ 

⑥政策立案能力  ８７ 

⑦その他     ２１ 

 自助能力、監視システム、モラル、プライド 

８ 日本の政治で今、取り組むべきと思われる課題は何ですか（複数回答

可） 

①政治改革  １０９（１３．９％）②行政改革  １３９（１７．７％）

③税制改革  １０９（１３．９％）④外交     ３４（４．３％）

⑤防衛     １３（１．７％） ⑥国連、国際協力１７（２．２％）

⑦経済     ４８（６．１％） ⑧福祉     ９０（１１．５％）

⑨環境、自然保護８１（１０．３％）⑩教育、文化  ３４（４．３％）

⑪住宅     ５９（７．５％） ⑫都市整備   ２３（２．９％）

⑬憲法     １７（２．２％  ⑭戦後処理   １０（１．２％）

⑮その他     ３（０．３％） 

９ 今の政治に対するご意見、暮らしの中の不満などをお聞かせ下さい

 思い切った行政改革を    首相の短期交代の終了 

 官僚主導から政治主導へ   災害救助隊の設立 

 政策がない         女性が働きやすい環境 

 場当たり政党形成の排除   国際関係の正確の把握 

 国政に長期的ビジョンがない 

１０ 支持政党がございましたらお聞かせ下さい 

   自民党  ２０ 

   さきがけ ２７ 

   新進党  １０ 

   共産党   ６ 

   社会党   ２ 

    ご協力ありがとうございました。 



 

◆
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
つ
い
て
◆ 

 

私
ど
も
は
こ
れ
ま
で
に
環
境
保
護
を
目
的
と
し
た
、
リ
サ
イ
ク

ル
運
動
の
一
環
と
し
て
、
ア
ル
ミ
缶
、
使
用
済
み
乾
電
池
及
び
テ

レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
回
収
を
行
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回

は
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
中
間
報
告
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

  

〈
ア
ル
ミ
缶
〉 

 

回
収
さ
れ
た
ア
ル
ミ
缶
は
一
個
に
つ
き
一
円
相
当
の
図
書
券
と

交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
約
千
七
百
円
相
当
の

図
書
券
と
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
誠
に
勝
手
な

が
ら
私
ど
も
で
使
い
道
を
検
討
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

  

〈
乾
電
池
〉 

回
収
さ
れ
た
乾
電
池
は
処
理
工
場
に
運
ば
れ
た
後
、
鉄
や
水
銀
に

分
け
ら
れ
再
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

〈
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
〉 

 

こ
れ
ま
で
に
約
四
百
八
十
枚
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
が
集
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
植
林
運
動
を
支
援
す

る
た
め
に
利
用
さ
れ
ま
す
。 

 

◆
そ
の
他
の
活
動
に
つ
い
て
◆ 

〈
夜
回
り
〉 

 

昨
年
の
十
二
月
下
旬
か
ら
今
年
の
二
月
四
日
ま
で
、
毎
晩
十
時

か
ら
三
十
分
間
夜
回
り
を
行
な
い
ま
し
た
。
多
く
の
み
な
さ
ま
に

声
を
掛
け
て
頂
き
、
大
変
力
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 
み
な
さ
ま
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活

動
は
今
後
も
続
け
て
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
の
活
動
報
告

みなさまのご意見、日頃感じていること、身近なニュースなどを下記までお気軽にお寄せ下さい

  こさい太郎を育てる会事務局 

〒107 港区南青山５－４－２９  ＴＥＬ ５４８５－９１１１ ＦＡＸ ５４８５－９１００ 

 

お手紙、お電話、ＦＡＸいずれも大歓迎です。また、直接お越し下さりお話し頂ければ、なお幸いです。

さきがけニュース 
 

 さきがけ塾 
  第二期生募集！ 

 
 

編
集
後
記 

 

四
月
に
入
り
、
各
地
か
ら
桜
の

便
り
が
届
く
様
に
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ま
の
お
手
元
に
当
紙
が
届

く
頃
に
は
、
都
内
の
桜
も
満
開
に

な
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

桜
の
花
は
や
が
て
散
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
そ
の
下
に
は
若
い
芽

が
顔
を
覗
か
せ
て
い
ま
す
。 

 

私
ど
も
の
活
動
は
、
ま
だ
花
も

咲
い
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
花
が
咲

き
、
青
葉
の
茂
る
ま
で
、
何
卒
ご

支
援
、
ご
協
力
賜
わ
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

この写真は、今回の

特集『アンケートの

集計を終えて』の対

談の模様です。 
（撮影：蜂谷博樹）
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